
琵琶湖水系に生息するイ

ワナは、斑紋の様子から湖

西側にニッコウイワナが、

湖東側にヤマトイワナが分

布するとされています。も

しそれが本当ならば、同一

水系に異なるタイプのイワ

ナが生息することになり、

それらはどこからやって来

たのだろうかという疑問が

わいてきます。そこで、

2002年度からイワナの調査

を始めました。

イワナは、渓流釣りの対

象魚として人気があり、漁

業権魚種にもなっています

から、まず放流が行われて

いない天然の個体群が残っ

ている河川を探すところか

ら始まります。最近は、漁

協による公的な放流のほか

に、個人的に放流する人も

いて、天然の個体群を探す

のはなかなか骨が折れま

す。2003年までの２年間で、

10河川14個体群でサンプリ

ングを行い、DNAによる分

析を行いました。その結果、

天然の個体群では変異が少

なく、全く変異の認められ

ないものもありました。逆

に、養殖されたものや、放

流の影響があると思われる

個体群では、変異が比較的

多いことがわかりました。

どうも、琵琶湖水系に生息

するイワナの天然個体群

は、遺伝的な変異が少ない

という特徴があるようです。

イワナの分布状況を明らか

にするためには、もう少し分

析を進める必要があります

が、まだまだ天然イワナの棲

む、素敵な環境が残されて

いることが、この調査を通し

てよくわかりました。
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最
大
の
成
果
は
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
伯

母
川
は
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生
き
物
が
い
な
い
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博
物
館
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、
川
と
い
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共
通
の
話
題
を
通
し
て
、
地

域
の
人
々
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世
代
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越
え
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交
流
が
生
れ
ま
し
た
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活
動
当
初
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子
ど
も
た
ち

は
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博
物
館
」
と
い
う
言

葉
の
響
き
や
そ
の
言
葉
か
ら

得
る
イ
メ
ー
ジ
に
こ
だ
わ
り

を
も
っ
て
、「
展
示
館
、
資

料
館
」
で
は
な
く
て
「
伯
母

川
博
物
館
」
と
名
付
け
ま
し

た
。
ま
さ
に
「
伯
母
川
博
物

館
」
は
、「
博
物
館
は
人
と

人
と
を
つ
な
ぐ
場
」
と
い
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博
物
館
の
理
念
と
合
致
す
る

も
の
と
な
り
ま
し
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。

今
年
は
、
地
域
に
伯
母
川

博
物
館
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
地
域
の
手
で
博
物
館
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
と
大
人
が
協
働

し
、「
伯
母
川
博
物
館
」
を

つ
く
り
、
ふ
る
さ
と
の
よ
さ

を
発
見
す
る
。
―
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
継
続
し
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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こんにちは！ 展示交流員です。 
私たちは、琵琶湖博物館の案内だ
けでなく、展示を通してみなさん
と交流し、みなさんに身近な自然
や生活へ目を向けていただく『か
けはし』となっています。どうぞ
お気軽にお声をかけてください。 

琵琶湖博物館の中でも特に
人気があるスポットの一つが
水族展示にある「トンネル水
槽」です。今回は、この「ト
ンネル水槽」を使った交流の
模様を、松岡展示交流員とダ
イバー役を務める丸尾水族飼
育員に聞いてみましょう。

トンネル水槽ではどんな交
流をしているのですか。

ここでは、水槽内のダイバ
ーによる水中会話をおりまぜ
ながら、魚の餌やりや楽しい
水中実験をおこなっていま
す。また、来館者の方々にも
水槽の中にいるダイバーとの

会話を楽しんでもらっていま
す。

水槽の内と外との会話はス
ムーズにいくのですか？

ダイバーとの会話は、水中
にあるケーブルを通しておこ
なっています。時として、相
手の話声が聞き取りにくいこ
ともありますが、「アイコン
タクト」を使った連携プレイ
でクリアしています。

ダイバーとしての苦労を聞
かせてください。

ボンベや身体につけたおも
りは見た目以上に重く重労働
ですし、ウナギの餌やりでは
ウナギがお昼寝から目を覚ま
してくれなくて、冷や汗（？）
をかくときもあります。
小さなお子さんの中には水
中の私の姿を見て怖がって逃
げてしまう方もおられます
が、水槽の中を泳ぐたくさん
の魚たちを裏で支える私たち
「水族飼育員」の仕事を知っ
てもらえればと思ってがんば
っています。

写真：捕獲したイワナは麻酔をかけ
て写真撮影を行い、鰭の一部を採取
した後、また元の川に戻します。
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